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エジプトの港での喫水検査の状況 
 
背景 
最近、エジプトにおいて、喫水検査が実施されたことを確認する船長の署名のあ
る固体ばら積貨物について、数量不足のクレーム件数が増加しています。Gard
は、そのようなクレームが増えた理由の一つとして、最終喫水検査報告書にお
いて事実が歪曲されていることに加え、船長の署名・検印が不正に使用されて
いる可能性があるとの報告を受けました。本回報の目的は、かかる事態に対す
る認識を高め、そのようなクレームが生じるリスクを最小限に抑えるために船
長が講じることのできる方法を推奨することにあります。 
 
エジプトにおける最近の事例 
例えば、荷受人の代理人を務める現地のサーベヤーが使用している喫水検査報告
書フォームには、初回の喫水検査と最終喫水検査の両方の算定値が検査報告書
の同一ページに記録されている場合があります。 
 
最近のエジプトでの事例として、初回喫水検査が実施された後で、船長がサーベ
ヤーの求めに応じて初回算定値が記録された検査報告書に署名・検印を追加し
た事例が報告されています。この事例では、荷積み後に、最終喫水検査が実施
されて、船長の署名・検印がすでに入った報告書フォームに初回検査の結果と
は大きく異なる数値が記入されて、船長が最終検査の結果を承認したものであ
るとして、その報告書が第三者に提示されました。 初回数値（船長が確認した
もの）と最終数値（船長が確認したように装ったもの）との差を、荷受人は貨
物の数量が不足している証拠として利用し、運送人に賠償請求が提起されまし
た。このように。船長がある事実を承認するために行った署名を、船長に知ら
せることなく、全く違う事実が記載された書面に使用することは不正行為です。
しかし、現実として、貨物が滅失したように書面を偽造して、クレームに持ち
込むことが行われている可能性があります。 
 
勧告 
船長は、署名を求められた喫水検査報告書の正確性に疑問を抱く正当な理由があ
るような場合には、署名することを拒否するか、但し書きを添えて署名を行う
べきです。正確性に疑問を抱く理由がない場合は、「既得権を損なうことなく、
いかなる事実も承認せず、受領の確認としてのみ署名」と添えて署名すること
もできます。 
 
船長は、荷積み作業の完了前に、初回喫水検査や中間喫水検査の報告書に署名を
求められた場合には、署名の横に、報告書に完了した喫水検査に対してのみ署
名を行っていることを示す但し書き（例えば、「初回喫水検査についてのみ、
既得権を損なうことなく、いかなる事実も承認せず、受領の確認としてのみ署
名」）を追記すべきでしょう。喫水検査報告書フォームに最終喫水検査の結果
を記入する欄もある場合、船長は、実施前の検査に対して署名しないことを明
確にするため、その欄の全部に取消線を引くように依頼してもよいでしょう。
もしくは、サーベヤーが最終喫水検査にも同じフォームを再利用したいのであ
れば、荷積み作業完了時に報告書を再提示するようにサーベヤーに依頼すべき
です。 
 
サーベヤーが、ノートパソコンを使用して喫水検査の数値の計算と編集を行って
いる場合もあります。船長がノートパソコンの数値の確認を求められた場合も、
上記の勧告は当てはまります。 
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お問い合わせ先     
                             
損害防止担当ｼﾆｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 
Terje R. Paulsen 
→ terje.paulsen@gard.no    
                             
損害防止担当ｼﾆｱｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ 
Marius Schonberg 
→ marius.schonberg@gard.no    

長年にわたり、Gardでは、貨物の数量不足のクレームに関連した問題を扱ってき
ました。そのようなクレームから防御するために講じるべき予防措置に関する
詳細な指針が、Gard News Archive & Index1に掲載されています。また、ガードの
Guidance to Masters 第.2.12.2.8章およびその参考文献も役立つでしょう。 
 

                                                  
1 例: Gard News195「Shore scale measurements in Argentina」、Gard News 184「Shortage of sugar cargoes in 
Ukraine and Russia」、Gard News 153「The importance of draft surveys in the defence of claims for shortage of 
bulk cargoes」 


